
�．受講資格について

受講対象者は、産業カウンセラーの資格を持つ
資格登録会員の方です。
メンタル専攻科目：産業カウンセラー資格を有し
ていること。
キャリア専攻科目：産業カウンセラー資格を有し、
かつ、次の３つのうち、いずれか１つを満たして
いること。
�当協会のキャリア・コンサルタント資格の有資
格者
�他団体（厚生労働省が試験機関として認定した
団体）のキャリア・コンサルタントにあたる資格
の取得者
�キャリア・コンサルタントの実務に１年以上関
わっている者

�．シニアコース講座の受講について
（メンタル・キャリア共通）

�シニア産業カウンセラー試験を受験するにあた
り、シニアコース講座（以下講座と略す）修了
で受験資格を得る方は全科目（理論、事例検討
及び逐語検討科目）の履修が必要です（ただし、
２０１０・２０１１年度のシニア産業カウンセラー試験
の一部合格者を除きます）。

�申し込みは１科目ごととなります。
�設定された必要科目の修了条件を満たした場合
に、その科目の修了証をお渡しいたします。

�修了条件：設定された時間数の６分の５以上の
出席（遅刻、早退、中座は３時間科目について
は３０分、６時間科目については１時間、１５時間
科目については２時間３０分を限度とし、それを
超えた場合は履修に必要な出席とは見なしませ
ん）及び一部の科目では課題等の提出により履
修と認めます（会員研修のシニアコース講座振

替対象講座にも適用します）。
�向上訓練の修了科目をシニアコース講座の修了
科目とすることができます。それぞれの科目の
対応は、科目編成表で確認できます。向上訓練
についてご不明な点は、試験部までお問い合わ
せください。

�．講座の案内について

１．講座の開催案内は、実施日の約３ヶ月前に、
会報「産業カウンセリング」に発表します。各
支部のシニアコース講座担当係に、後述の「�．
申し込み・受講料について」に従い、受講の手
続きをしてください。

２．すでに受講済みの科目の再受講を希望する場
合は、会場に余裕のある場合に限り聴講が認め
られます。聴講の可否は支部担当にお問い合わ
せください。なお、聴講者、シニア資格者に修
了証は発行いたしません。

３．理論科目Ａは、協会がシニアコース講座振替
対象講座として認めた各支部の会員研修の講座
で履修することも可能です。振替対象講座は会
報３月号に掲載します。講座の受講料は当該す
る支部（会員研修部）にお問い合わせください。

４．理論科目Ｂのうち、Ｋ０７００「職業倫理」・Ｋ
１０００「雇用環境と人事労務管理」・Ｋ１１００「産
業カウンセリングに関わる関係法令」は論文形
式により単位取得が可能です。会報９月号にて
募集を行います。

５．今年度は、インターネット・ピクチャー方式
に変わり、ＤＶＤ方式で９科目開催します。詳
細は２９ページをご参照ください。

�．申し込み・受講料について

１．受講料は、３時間の科目については１科目
７，０００円（税込）、６時間の科目については１科
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シシニニアアココーースス講講座座実実施施ににつついいてて

シニアコース講座の科目数・単位・時間等の構成は以下を確認してください。

共通科目（理論Ａ・理論Ｂ）＋

（１７科目・３０単位・９０時間）

メンタル専攻科目（１１科目・２９単位・８７時間）

キャリア専攻科目（１５科目・２９単位・８７時間）



シニアコース講座修了で受験する場合の受験年度

産業ＣＯ合格年度 シニア産業ＣＯ受験年度

２００８年度以前 ⇒ ２０１２年度

２００９年度 ⇒ ２０１３年度

２０１０年度 ⇒ ２０１４年度

２０１１年度 ⇒ ２０１５年度

２０１２年度 ⇒ ２０１６年度

目１３，０００円（税込）です。逐語検討は２日間の
科目のため２６，０００円（税込）となります。聴講
者の受講料は支部にお問い合わせください。
２．論文提出による履修科目は、１科目６，０００円
です。

３．宿泊及び食事が必要の場合、各自手配となり
ます。

４．申し込みは、支部で申込書と受講料の入金が
確認された時点で受理となります。申込書に振
込明細の控え（コピーで可）を添付して申し込
みください。なお、事前に各支部へ空き状況を
確認いただくことをお勧めいたします。

５．定員を超えて申し込みがあった場合は、原則
として先着順で受付します。定員に達したため
受講受理できない場合には全額返金いたします。
６．キャンセルについて
�受講申し込み締め切り前のキャンセルについ
ては、振り込み手数料等諸経費を差し引き返
金します。

�受講申し込み締め切り日翌日以降のキャンセ
ルについては、当方の都合による場合以外は
返金できませんのでご了承ください。

�．シニアコース講座の開催について

講座を開催するにあたり、実施可能人員は各支
部によってそれぞれ異なります。受講申し込み者
が募集の定員に満たないときには、残念ながら開
催を中止する場合がありますのでご了承ください。
講座中止の場合、受講料は全額返金します。

�．受験資格・受験年度について

１．シニア産業カウンセラー試験の受験資格は、
以下の２つがあり、いずれか１つを満たしてい
る方は受験が可能です。
�産業カウンセラーの資格を有し、大学院研究
科において心理学又は心理学隣接諸科学、人
間科学、人間関係学のいずれかの名称を冠す
る専攻の修了者であって、協会が定める必要
単位を取得している者。（単位等の詳細はホ
ームページ参照）

�産業カウンセラー試験合格後３年が経過して
いる者であって、協会もしくは協会が他に委
託して行う産業カウンセリングの学識及び技
能の向上を図るための講座を修了しているも
の。

２．このシニアコース講座は上記１の�にあたり
ます。

３．シニアコース講座とは別に各自で積極的かつ
継続的な学習によってスキル向上を図る必要が

あります。シニアコース講座はこのような学習
の成果を段階的にチェックする場として活用す
ることが必要です。

留意事項（受講の順序等）

１．メンタル専攻留意事項
１．産業カウンセラー資格を有し、かつ当協会の
キャリア・コンサルタント資格を有している方
は、Ｍ０３００「キャリアカウンセリング」の科目
免除の適用になります。

２．逐語検討１，２，３は各２日間で１科目です。逐
語記録作成は事前（在宅等）作成となります。

３．逐語検討は、段階的に履修することにより面
接スキルの向上を図ることを目的に設定してお
ります。逐語検討１から２、３と順次計画的に
時間をかけて履修できるようにしてください。

４．Ｍ１７３０「逐語検討３」を受講する前に、事例
検討科目Ｍ１２１０「面接記録のとり方 事例の書
き方、見立て」とＭ１２２０「カウンセリングプロ
セス」を受講してください。

５．逐語検討２の申し込み時には逐語１の修了証
を添付してください。また、逐語３の申し込み
時には逐語２、Ｍ１２１０「面接記録のとり方 事
例の書き方、見立て」、Ｍ１２２０「カウンセリン
グプロセス」の修了証を申込書に添付してくだ
さい。

２．キャリア専攻留意事項
１．キャリア専攻演習科目には、基本編（Ｃ３２１０
～Ｃ３２４０）と応用編（Ｃ３２５０～Ｃ３２９０）があり
ます。応用編は、基本編を受講済みあるいは同
等の知識がある前提で行いますので、基本編か
らの受講をお勧めいたします。

２．応用編からの受講も可能ですが、１．の内容を
了承の上受講してください。

３．メンタル専攻の逐語記録検討科目Ｍ１７１０「逐
語検討１」を修了していれば、事例検討科目Ｃ
３３４０「特別テーマ」は修了したものとみなしま
す。


